
別表１
段 階 確 認 一 覧

１／４

共通仕様書における段階確認の記述 監督強化における確認項目・頻度の目安

種 別 細 別 確 認 時 期 確 認 項 目 確 認 の 頻 度

指定仮設工 設置完了時 使用材料、高さ、幅、 １回／１工事
長さ、深さ等

河川土工 土（岩）質の変化した時 土（岩）質、変化位置 １回／土（岩）質の変化毎
（掘削工）

海岸土工
（掘削工）

砂防土工
（掘削工）

道路土工
（掘削工）

道路土工 ﾌﾟﾙ-ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ実施時 ﾌﾟﾙ-ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ実施状況 １回／１工事
（路床盛土工）
舗装工

（下層路盤）

表層安定処理工 表層混合処理 処理完了時 使用材料、基準高、幅、 １回／１００ｍ
路床安定処理 延長、施工厚さ

置換 掘削完了時 使用材料、幅、延長、 １回／１００ｍ
置換厚さ

サンドマット 処理完了時 使用材料、幅、延長、 １回／１００ｍ
施工厚さ

バｰﾁｶﾙドﾚｰﾝ 工 ｻﾝドドﾚｰﾝ 施工時 使用材料、打込長さ １回／１００本
袋詰式ｻﾝドドﾚｰﾝ
ペｰパ-ドﾚｰﾝ

施工完了時 施工位置、杭径 １回／１００本

締固め改良工 ｻﾝドｺﾝパｸｼｮﾝパｲﾙ 施工時 使用材料、打込長さ １回／１００本

施工完了時 基準高、施工位置、杭径 １回／１００本

固結工 粉体噴射撹拌 施工時 使用材料、深度 １回／１００本
高圧噴射撹拌
ｾﾒﾝﾄﾐﾙｸ 撹拌
生石灰パｲﾙ 施工完了時 基準高、位置・間隔、杭径 １回／１００本

薬液注入 施工時 使用材料、深度、注入量 １回／１０本

矢板工 鋼矢板 打込時 使用材料、長さ、 試験矢板＋
（仮設を除く） 溶接部の適否 １回／１００枚

打込完了時 基準高、変位

鋼管矢板 打込時 使用材料、長さ、 試験矢板＋
溶接部の適否 １回／５０本

打込完了時 基準高、変位

既製杭工 既製ｺﾝｸﾘｰﾄ杭 打込時 使用材料、長さ、 試験杭＋
鋼管杭 溶接部の適否、杭の支持力 １回／５本
Ｈ鋼杭



２／４

共通仕様書における段階確認の記述 監督強化における確認項目・頻度の目安

種 別 細 別 確 認 時 期 確 認 項 目 確 認 の 程 度

既製杭工 既製ｺﾝｸﾘｰﾄ杭 打込完了時（打込杭） 基準高、偏心量 試験杭＋
鋼管杭 １回／５本
Ｈ鋼杭 掘削完了時（中堀杭） 掘削長さ、杭の先端土質

施工完了時（中堀杭） 基準高、偏心量

杭頭処理完了時 杭頭処理状況 １回／５本

場所打杭工 ﾘバｰｽ杭 掘削完了時 掘削長さ、支持地盤 試験杭＋
ｵｰﾙｹｰｼﾝグ杭 １回／ ５本
ｱｰｽドﾘﾙ杭
大口径杭

鉄筋組立て完了時 使用材料、 ６０％程度/１構造物
設計図書との対比

施工完了時 基準高、偏心量、杭径 試験杭＋
１回／５本

杭頭処理完了時 杭頭処理状況 １回／５本

深礎工 土(岩)質の変化した時 土(岩)質、変化位置 １回／土(岩)質の変化毎

掘削完了時 長さ、支持地盤 全数

鉄筋組立て完了時 使用材料、 １回／１本
設計図書との対比

施工完了時 基準高、偏心量、径 全数

グラウト注入時 使用材料、使用量 全数

ｵｰプﾝｹｰｿﾝ基礎工 鉄沓据え付け完了時 使用材料、施工位置 １回／１構造物
ﾆｭｰﾏﾁｯｸｹｰｿﾝ

基礎工 本体設置前(ｵ-プﾝｹ-ｿﾝ) 支持層

掘削完了時(ﾆｭ-ﾏﾁｯｸｹ-ｿﾝ)

土(岩)質の変化した時 土(岩)質、変化位置 １回／土(岩)質の変化毎

鉄筋組立て完了時 使用材料、 １回／１ロット
設計図書との対比

鋼管井筒基礎工 打込時 使用材料、長さ、 試験杭＋
溶接部の適否、支持力 １回／５本

打込完了時 基準高、偏心量

杭頭処理完了時 杭頭処理状況 １回／５本

置換工 掘削完了時 使用材料、幅、延長、 １回／１構造物
（重要構造物） 置換厚さ、支持地盤

築堤・護岸工 法線設置完了時 法線設置状況 １回／１法線

砂防ダム 法線設置完了時 法線設置状況 １回／１法線
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共通仕様書における段階確認の記述 監督強化における確認項目・頻度の目安

種 別 細 別 確 認 時 期 確 認 項 目 確 認 の 程 度

護岸工 法覆工（覆土施 覆土前 設計図書との対比 １回／１工事
工がある場合） （不可視部分の出来形）

基礎工、根固工 設置完了時 設計図書との対比 １回／１工事
（不可視部分の出来形）

重要構造物 土(岩)質の変化した時 土(岩)質、変化位置 １回／土(岩)質の変化毎
函渠工

(樋門・樋管を 床堀掘削完了時 支持地盤（直接基礎） １回／１構造物
含む)
躯体工 鉄筋組立て完了時 使用材料、 ６０％程度/１構造物

（橋台） 設計図書との対比
ＲＣ躯体工

（橋脚） 埋戻し前 設計図書との対比 １回／１構造物
橋脚ﾌ-ﾁﾝｸﾞ工 （不可視部分の出来形）
ＲＣ擁壁
砂防ダム
堰本体工
排水機場本体

工
水門工
共同溝本体工

躯体工 沓座の位置決定時 沓座の位置 １回／１構造物
ＲＣ躯体工

床版工 鉄筋組立て完了時 使用材料、 ６０％程度/１構造物
設計図書との対比

鋼 橋 仮組立て完了時（仮組立て キャンバ－、寸法等 １回／１構造物
が省略となる場合を除く）

ポｽﾄﾃﾝｼｮﾝT(I)桁 プレストレス導入完了時 設計図書との対比 １０%程度/総ｹ-ﾌﾞﾙ数
製作工 横締め作業完了時

プﾚｷｬｽﾄブﾛｯｸ桁
組立工 プレストレス導入完了時 設計図書との対比 ２０%程度/総ｹ-ﾌﾞﾙ数

プﾚビｰﾑ 桁製作工 縦締め作業導入完了時
PCﾎﾛｰｽﾗブ製作工
PC版桁製作工 ＰＣ鋼線・鉄筋組立て完了 使用材料、 ６０％程度/１構造物
PC箱桁製作工 時（工場製作を除く） 設計図書との対比
PC片持箱桁

製作工
PC押出し箱桁

製作工
床版・横組工

トンネル掘削工 土(岩)質の変化した時 土(岩)質、変化位置 １回／土(岩)質の変化毎

トンネル支保工 支保工完了時 吹き付けｺﾝｸﾘｰﾄ厚、 １回／支保工変更毎
（支保工変更毎） ﾛｯｸボﾙﾄ打ち込み本数及び

長さ

トンネル覆工 コンクリート打設前 巻立空間 ３打設毎又は１回／構造の
変化毎、の頻度の多い方

コンクリート打設後 出来形寸法 １回／２００ｍ以上臨場に
より確認

ﾄﾝﾈﾙｲﾝﾊﾞ-ﾄ工 鉄筋組立て完了時 設計図書との対比 １回／構造の変化毎

ダム工 各工事ごと別途定める。 各工事ごと別途定める。
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共通仕様書における段階確認の記述 監督強化における確認項目・頻度の目安

種 別 細 別 確 認 時 期 確 認 項 目 確 認 の 程 度

床掘工（漁港） 床掘 掘削完了時 基準高 １回／１ロット

基礎工（漁港） 捨石 均し完了時 基準高 １回／１ロット

本体工（漁港） ケーソン 鉄筋組立て完了時 使用材料、 ６０％程度/１構造物
設計図書との対比

Ｌ型ﾌﾞﾛｯｸ 鉄筋組立て完了時 使用材料、 ２０％程度/総製作個数
設計図書との対比

ｾﾙﾗｰﾌﾞﾛｯｸ 製作完了時 設計図書との対比 ２０％程度/総製作個数

方塊（直立消波 製作完了時 設計図書との対比 ２０％程度/総製作個数
・蓋を含む）

被覆・根固工 根固ﾌﾞﾛｯｸ 製作完了時 設計図書との対比 １０％程度/総製作個数
（漁港）

消波工（漁港） 消波ﾌﾞﾛｯｸ 製作完了時 設計図書との対比 １０％程度/総製作個数

裏込・裏埋工 裏込（埋）材 裏埋土前 設計図書との対比 １回／１ロット
（漁港）

注）表中の「確認の程度」は、確認頻度の目安であり、実施に当たっては工事内容及び施工状況等を勘案の上、設定するこ
ととする。
なお、１ロットとは、橋台等の単体構造物はコンクリ－ト打設毎、函渠等の連続構造物は施工単位（目地）毎とする。




